
 

 

 

 

2023 FIM 世界耐久選手権  

“コカ・コーラ”鈴鹿 8時間耐久ロードレース第 44回大会 

鈴鹿 8耐合同テスト 

 

会場：三重県 鈴鹿サーキット 国際レーシングコース（1周 5.821km） 

日時：7月 5日（火）合同テスト 1日目  天候：曇りのち雨 

    7月 6日（水）合同テスト 2日目  天候：晴れ 

ライダー：#42 櫻山 茂昇／東村 伊佐三／岡村 光矩 

マシン：BMW S1000RR 

結果：チームベストタイム 2‘13.577 

 

 日頃より信州活性プロジェクト Team長野にご支援、ご声援をいただきまして、誠にありがとうござい

ます。 

 鈴鹿サーキット主催の鈴鹿 8耐合同テストが 7月 5日～6日の日程で開催されました。鈴鹿 8耐レ

ースウィーク前最後の公式テストということで、海外チームを含む各チームが揃い本番を想定したナ

イトセッション（夜間走行）や、ロングラン（90分の走行枠）がありました。 

 

 

■テスト結果 

 本テストでは 8 耐決勝レースへ向けた走行タイムのアベレージを上げるためのマシンセッティングを

進めました。そして、実際に連続走行（ロングラン）を行い、フルタンク（ガソリン満タン）状態でのマシ

ンの挙動や、タイヤの摩耗状況を感じなら周回を重ね、ライダー自身もペース配分や体力の確認な

どを行いました。セットアップについては、チームエンジニア、各ライダーがそれぞれの感触や意見を

出し合い方向性を定めてセットの変更を行い、その結果を交代しながら走行して確認するという作業

を繰り返し進めた結果、順調に進めることが出来ました。しかし、テスト後半では転倒のアクシデント



が発生してしまい、テストが出来なかった課題も残りましたがチーム一丸となってしっかりと準備をし

て鈴鹿 8耐の決勝に挑みます。 

 

 



 

 

■ライダーコメント 

・櫻山 茂昇 

 今回のテストではヘビーなウェット路面から、本番さながらの路面温度が

60℃を超える暑さへと様々なコンディションでテスト走行をすることが出来ま

した。ロングランテストにおいてもまずは 20 周を走り切ることが出来ました

が、アベレージタイムが低くなってしまいましたので、本番へ向けて更なる体

力作りやペース配分などを考えて行きます。 

マシンについては、以前より抱えていたトラブルも解消の方向に進みまし

た。耐久レースにおいてトラブルは付き物ですが、トラブルを一つずつ解消

し、しっかり決勝を走り切れるよう準備を進めて行きたいと思います。マシンのセッティングは、昨年か

ら大きな変更を行いチーフエンジニアを中心にセットアップし安定した走行が出来る方向に進んでい

ます。ライダーとして新しいセットにまだ馴染み切れていませんが、ウィークもテスト走行がありますの

でしっかり走りこみ予選と決勝では乗りこなせるよう精進します。 

 昨年果たせなかった完走と、一つでも上の順位を目指し、応援して下さる皆様と共に 8 時間後に感

動のチェッカーを受けられるよう精一杯頑張ります。 

 

・東村 伊佐三 

 8 耐に向けてのテストでは、思った通りには行かないと分かっていましたが

改めて難しいと実感させていただきました。(笑) 

今回の 8 耐に向けて、今までとは大きく変更したセットアップをトライして、

マシンの更なる戦闘力と扱いやすさを狙うチャレンジをしています。この取り

組みは team 力とライダーの進化を目指す為には避けてはいけないと感じて

います。 

その為にチームスタッフには多くの負担をかけてしまっていますが、8 耐の



チェッカーを受けたときにチームの取り組みが正しかったと証明する為にも頑張ります。 

みなさんの応援を力に変えて挑みます！ 

 

・岡村 光矩 

1日目が雨、2日目は灼熱となり、本番に向けて様々な確認を出来ました。 

昨年とは全く違うアプローチでの車体作りを進めている中で、徐々にマシ

ンセットへの信頼を深める事ができました。まだ、大幅なタイムアップは出来

ておりませんが、ロングランの中では昨年感じていた不安な部分の解決を確

認できました。残る部分は 8月のレースウィークで進めてゆけたらと考えてお

ります。日に日にチームの結束も高まっているので、自身も本番に向けてし

っかりと準備してゆきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

7月 6日の総合結果表より 

各チームのベストラップのみ抽出 


